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認知症基本法および認知症施策推進基本計画
を受けた取組と課題
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公式キャラクター

認知症施策推進基本計画に対する取り組み

１．認知症の人に関する国民の理解の増進等
＊認知症の理解の増進を目的にして、介護の日のイベントを実施
＊映画『明日の記憶』を無料配信

５．保健医療サービス及び福祉サービスの提供体制の整備等
都道府県介護福祉士会による、介護職員に対する資質向上のため
の『認知症ケア』に関する研修の提供
例）地元の認知症専門医による勉強会やシンポジウムの企画開催

７．研修等の推進等
日本介護学会の開催及び、日本介護福祉学会と連携
＊認知症ケアに関する研究発表の場を設置
＊中核的介護人材の役割などをテーマとしてシンポジウムを開催

日本介護福祉士会の取り組み



認知症施策推進基本計画を受けた課題

１．認知症施策に限ったことではないが、介護人材の慢性的な不足と介
護ニーズが増大することによる介護の質の低下の懸念

＊外国人材等の参入が急増
＊85歳以上の要介護者の増加・認知症高齢者の増加

２．国民の認知症の理解、併せて「新しい認知症観」等の理解の不足と
理解不足による不安の増大

＊認知症サポーターの育成(低年齢層を含む)の強化が必要


